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Ⅰ．緒言

近年，女性の生活スタイルの多様化や社会進
出が進む中，女性特有の健康課題をテクノロジ
ーで解決しようとするフェムテック（Femtech）
が注目をあびている。 フェムテックとは，

「Female」と「Technology」を合わせた造語
であるが確立した定義は無い 1 ）。デジタルテク
ノロジーを使わないフェムケア（Femcare）や
女性の健康課題を扱う産業全体の取り組みまで
含む場合がある 2 ）。本報では，「女性の健康課
題を解決するもの」全てをフェムテックとして
扱うこととした。

フェムテック市場は世界的に急拡大しており，
世界のフェムテック市場を牽引している米国で
は2025年に500憶ドルに到達すると予測されて
いる 3 ）。 日本においても同様の傾向があり，
2022年度は前年比107.8％の695憶円であったと
推計されている 4 ）。こうした中，政府も女性の
健康を改善するためのフェムテック推進に取り

組むことを宣言しており，「経済財政運営と改
革の基本方針（骨太方針）2023」5 ），「成長戦略
フォローアップ」6 ），「女性活躍・男女共同参画
の重点方針2023」7 ）等にフェムテックの活用・
推進が盛り込まれている。

以上のように，女性が健康に社会で活躍でき
る環境を整えるための手段として大きな注目を
集めているフェムテックだが，黎明期であるが
故の混乱や一般的にはまだ知れ渡っていないこ
とが指摘されている 1 ）。

そこで，本報では国内におけるフェムテック
製品・サービスの現状および女子短期大学生が
考案したフェムテック新商品の企画から，現在
のフェムテックに対する人々の認識と期待につ
いて考察した。

Ⅱ．国内におけるフェムテック製品・ 
サービスの現状

国内におけるフェムテック製品・サービスの
位置づけや内容を検討するため，国のフェムテ
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ック推進政策として注目されている経済産業省
フェムテック等サポートサービス実証事業費補
助金 8 ）（以下，フェムテック等補助金）の採択
事業および国内の大規模フェムテック展示会で
あるFemtech Tokyo 2023 9 ）の出展製品につい
てまとめた。

1 ．フェムテック等補助金
1 ）方法

フェムテック等補助金は，経済産業省による
ダイバーシティ経営推進の一環として行われて
いる事業であり，2021年度から毎年，フェムテ
ックを活用したサポートサービスに関する実証
事業が20事業程度採択されている 8 ）。2021年度
および2022年度に採択された事業について，フ
ェムテック等補助金公式Webサイトに掲載さ
れている資料を基にまとめた10）。

2 ）結果
フェムテック等補助金には，2021年度20事業，

2022年度19事業が採択されていた。採択された
事業のサービスカテゴリは，「セミナー，コン
テンツ配信等」，「専門家相談/サポート」，「健
康管理/トラッキング」，「医療支援」，「漢方・
ピル処方」，「フェムケア製品・サービス」，「コ
ミュニティ運営」，「生理関連用品・デバイス」，

「簡易検査キット」，「その他」の10項目に分類
されており，「セミナー，コンテンツ配信等」
が最も多かった（図 1 ）。事業テーマは，「月経・
PMS」，「妊娠・不妊」，「産後ケア」，「更年期」，

「婦人科疾患」，「ヘルスリテラシー」，「その他」
の 7 項目に分類されており，「妊娠・不妊」が
最も多かった（図 1 ）。

2 ．Femtech Tokyo 2023
1 ）方法

Femtech Tokyoは，国内のフェムテック関
連企業が出展する展示会であり，2022年から毎
年開催されている。本報では，2023年10月に開
催されたFemtech Tokyo 2023に出展された製
品を当該展示会公式 Web サイトにて検索し，
サイト内の分野区分に則ってまとめた。

2 ）結果
Femtech Tokyo 2023では全493製品が出展

されていた（表 1 ）。分野別製品数は「デリケ
ートゾーンケア」が最多であり，次いで「生理・
月経」，「妊娠期・産後」であった。出展サービ
スは，「健康相談アプリ・サービス」，「研修・
プログラム」，「乳がん・子宮頸がんなど検査サ
ービス」を合わせて71個（9.3％）であった。
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図 1　フェムテック等補助金採択事業の内訳＊

＊文献10）より作成
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フェムテックに対する認識および期待

Ⅲ．女子短期大学生が考案した 
フェムテック新商品

フェムテックに対し，当事者である女性達が
どのような認識と期待を持っているのかを，女
子短期大学生が考案した新しいフェムテック製
品·サービスの企画から検討することとした。

1 ．方法
2023年 6 月に，共立女子短期大学生活科学科

の専門教育科目「女性と健康」の授業において，
履修者30名にフェムテック新商品の企画を提案
してもらった。商品は製品・サービスのいずれ
でもよいこととし，実現可能性などの制限は設
けずに，あったらよいと思うもの，人気商品と
して売上げが期待できそうなものを自由に発想
し提案することとした。

フェムテック新商品考案に先駆け，同授業内
にて，女性の健康に関する近年の話題およびフ
ェムテックに関する基本内容の講義を実施した。
講義項目は，DOHaD説，低出生体重児の増加
とその問題点，プレコンセプションケアの目的
とその内容，フェムテックと経済産業省の取り
組み，フェムテック市場の成長，フェムテック

製品・サービスの例であった。
新商品の企画提案内容として，①商品名，②

どのような商品か（訴求内容），③どのような
場面で利用するのか，④どのような課題が解決
できるか（目的），⑤既存商品との違い（差別化），
⑥宣伝・販売方法の 6 項目を設定し，全て自由
記述とした。

提案された企画内容は， 6 項目をよく読みコ
ーディングを実施し，度数分布にてまとめた。
集計にはMicrosoft Excelを用いた。

2 ．結果
学生が考案したフェムテック新商品全30個の

種類を表 2 に示した。製品29個（96.7％），サ
ービス11個（36.7％）が提案され，このうち10
個（33.3％）は製品とサービスを組み合わせた
商品の提案であった。最も提案数が多かったの
はアプリケーションソフトウエア（以下，アプ
リ）であり，全提案数の50％を占め，このうち
4 個はデバイスと組み合わせた商品であった。

これらの商品を「令和 2 年度産業経済研究委
託事業　働き方，暮らし方の変化のあり方が将
来の日本に与える効果と課題に関する調査報告
書」1 ）におけるヘムテックの 6 つの分野に区分
した結果，月経分野が23個（76.7％）と大部分
を占めた（表 3 ）。また，この分野区分に該当

表 1　Femtech Tokyo 2023　出展製品

分野 個（％）
生理・月経 128（26.0）
妊活・妊よう 56（11.4）
妊娠期・産後 120（24.3）
プレ更年期・更年期 88（17.8）
デリケートゾーンケア 190（38.5）
メンタルヘルスケア 33（  6.7）
健康相談アプリ・サービス 21（  4.3）
研修・プログラム 17（  3.4）
乳がん・子宮頸がんなど検査サービス 8（  1.6）
セクシャルウエルネス 117（23.7）
その他 65（13.2）
全製品数＊ 493（100）

＊�複数項目に該当する製品があったため，各分野の
合計と製品数は一致しない。

表 2　学生が考案した製品・サービスの種類

種類 個（％）
製品 アプリケーションソフトウェア 15（50.0）

デバイス 5（16.7）
雑貨 5（16.7）
衣類・布製品 5（16.7）
衛生用品 2（  6.7）
食品 2（  6.7）

計 29（96.7）
サービス 11（36.7）
全提案数＊ 30（100）

＊�複数項目に該当する提案があったため，各種類の
合計と提案数は一致しない。
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しない商品（その他）が 9 個（30.0％）提案さ
れた。その他には，女性全般を対象とした生活
習慣改善やストレス緩和，ホルモンバランスを
整えることを目的とした商品などがあった。

学生が考案した製品・サービスの訴求内容は
全て表 4 に示した項目にまとめることができた。

「におい」，「汚れ」，「痛み・冷え」対策のほか，「美
容」，「体調管理」や「不安相談」，「医薬品・医
療機関の紹介」，「食事・運動メニュー提案」な
どが挙げられた。

考案した商品の宣伝・販売方法についても提
案を促した結果，宣伝媒体として表 5 に示した
項目が挙げられた。SNSが最多の20個（66.7％）
で挙げられており，次いでテレビCM，Web広
告，ポスターであった。また，インフルエンサ
ーや医療・教育機関，他商品のパッケージの活
用も提案された。販売場所や販売方法では，薬
局・ドラッグストア，コンビニエンスストア，
オンラインストア，アプリストア，スーパーマ
ーケット，医療機関などが挙げられた（表 6 ）。

Ⅳ．考察

1 ．フェムテックに対する認識と課題
フェムテック等補助金の目的は「働く女性の

妊娠・出産・更年期障害等のライフイベントに
起因する望まない離職等を防ぎ，個人の幸福

（Well-being）や企業の人材多様性を高め，中

表 4　学生が考案した製品・サービスの訴求内容

訴求内容 個（％）
におい対策 7（23.3）
汚れ対策 7（23.3）
痛み・冷え対策 4（13.3）
美容 2（  6.7）
体調管理 9（30.0）
不安相談 6（20.0）
医薬品・医療機関紹介 3（10.0）
食事・運動メニュー提案 7（23.3）
全提案数＊ 30（100）

＊�複数項目に該当する提案があったため，各訴求内
容の合計と提案数は一致しない。

表 5　学生が提案した製品・サービスの宣伝媒体

宣伝媒体 個（％）
SNS 20（66.7）
テレビCM 10（33.3）
Web 広告 5（16.7）
ポスター 4（13.3）
インフルエンサー 3（10.0）
医療・教育機関 3（10.0）
チラシ広告 1（  3.3）
雑誌広告 1（  3.3）
他商品のパッケージ 1（  3.3）
イベント出展 1（  3.3）
全提案数＊ 30（100）

＊�複数項目に該当する提案があったため，各宣伝媒
体の合計と提案数は一致しない。

表 6　�学生が提案した製品・サービスの販売場所・
方法

販売場所・方法　 個（％）
薬局・ドラッグストア 5（16.7）
コンビニエンスストア 3（10.0）
オンラインストア 3（10.0）
アプリストア 2（  6.7）
医療機関 2（  6.7）
スーパーマーケット 1（  3.3）
その他店舗 3（10.0）
全提案数＊ 30（100）

＊�無回答があったため，各販売場所・方法の合計と
提案数は一致しない。

表 3　�学生が考案した製品・サービスの
フェムテック分野

分野 個（％）
月経 23（76.7）
妊娠・不妊 6（20.0）
産後ケア 2（  6.7）
更年期 1（  3.3）
婦人科系疾患 2（  6.7）
セクシャルウエルネス 3（10.0）
その他 9（30.0）
全提案数＊ 30（100）

＊�複数項目に該当する提案があったため，各分野の
合計と提案数は一致しない。
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フェムテックに対する認識および期待

長期的な企業価値向上を図る」とされており10），
採択事業はサービス事業が中心であることから，
フェムテックを「女性が社会で継続的に活躍で
きる環境や健康を維持し続けることができるた
めのシステムづくり」の一環として捉えられて
いることが分かる。

一方，Femtech Tokyo 2023における出展は
製品の紹介が主体であり，フェムテックは「女
性が快適に過ごすためのツール」として捉えら
れていた。女子短期大学生が考案したフェムテ
ック製品・サービスも，製品が96.7％を占め，
Femtech Tokyo 2023と同様の捉え方がされて
いた。したがって，一般的に当事者である女性
達の多くは，フェムテックを女性用製品のこと
と捉えていると推測できる。

以上より，国が推進しているフェムテックと
国民が想定しているフェムテックの間に乖離が
ある可能性が示された。この乖離は，フェムテ
ックという言葉に明確な定義がないまま使用さ
れているために生じていると考えられる。この
ままフェムテックが指すものは何かがあやふや
な状態で言葉の認知のみが拡大していくと，

「個々のフェムテック製品の利用を国が推奨して
いる」という誤ったイメージが定着してしまう
可能性が危惧される。国の取り組みによりフェ
ムテックを推進する際にはより明確な定義を提
示し，誤解が生じないような工夫が必要である。

2 ．フェムテックへの期待と課題
フェムテック等補助金では，その目的や採択

事業内容から，フェムテックの活用が最終的に
は女性の社会での活躍の推進につながることが
期待されていることが分かる。一方で，女性の
健康に関する話題はタブー視されがちな現状も
指摘されており 1 ， 2 ），学生が考案した新フェム
テック商品の企画においても，その訴求内容の
解説において「相談しにくい…」「一人で悩み
がちな…」等の表現が散見された。フェムテッ
クが女性活躍推進に寄与できるようになるため
には，まず，こうしたタブー視を無くし，女性

の健康課題を可視化し気軽に話せる環境を整え
ることが求められる。

学生が考案した新フェムテック商品から，月
経に関する不都合を解消してくれる製品・サー
ビスが最も多く求められていることが分かった。
また，月経に関連したにおいや汚れ対策から美
容，生活習慣の管理まで多岐に渡る提案がなさ
れ，フェムテックに対し様々な期待が持たれて
いた。新商品の提案はアプリが最多であったこ
とや，SNSやテレビCMによる宣伝が多く提案
されたこと，インフルエンサーの活用も提案さ
れたことなどから，女子短期大学生にとって
ITやメディアが身近な存在であることが伺え
た。したがって，若年女性のフェムテック認知
度を向上させるためには，これらの手法の活用
が効果的であると考えられた。

一方で「信頼性を得るために医療機関と協力
する」という提案も出され，メディア情報だけ
では信頼性に不安があると考えられていること
や，医療機関で得た情報は信頼できると考えて
いることが伺えた。

Femtech Tokyo 2023における出展製品数が
493製品にのぼったことからも分かるように，
フェムテック製品は近年，様々なものが開発さ
れているが，その安全性や有効性のエビデンス
についても様々であることが指摘されている 2 ）。
フェムテックは元来，女性の健康問題を解決す
るものであり，その利用によってかえって健康
を害するようなことがあってはならない。エビ
デンスの乏しい製品における虚偽・誇大広告の
横行やそれにともなう健康被害の発生などが生
じないように，企業の自覚，適切な規制と監視，
消費者のリテラシー向上が必要である。

Ⅴ．まとめ

近年，急速な市場拡大や政府による推進によ
り注目をあびているフェムテックについて，
人々の認識，期待，課題を考察した。

フェムテックは確立した定義が無いため，女
性の健康課題を解決するための社会的環境やシ
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ステムまで含むものという広義の認識と，女性
が快適に過ごすためのツールという狭義の認識
が存在することが分かった。また，月経の不快
の解消から女性活躍推進への寄与まで，幅広い
分野で様々な期待が寄せられていた。

フェムテックがこれらの期待に応えていくた
めには，認識の違いの是正やフェムテック製品
のエビデンスの蓄積と企業努力，法や規制の整
備，消費者のリテラシー向上が必要であると考
えられた。なお，本報は既存の資料をまとめた
ものであり，フェムテックに対する人々の認識
等をより正確に把握するためには，今後，社会
調査研究等を実施していく必要がある。
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